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１．委員の指摘及び提言概要 

大気、海洋の GHG 観測で動態を把握し、グローバルな GHG 収支変動把握、排出削減のシミュ

レーションを実施し、その改善、高度化にも取り組んでおり、グローバルストックテイク（GST）
をはじめ、環境政策への貢献も高く評価したい。３つのテーマ間で、観測・監視、大気モデルや地

球システムモデル、物質循環モデルなど、様々な分野連携もあり、しっかりとした成果が生み出さ

れている。地域・国別の推定については、最終成果報告書では、どこまでの空間スケールの絞り込

みができるのかをまとめて頂きたい。なお、「GST への貢献」については、国際的な議論を通じて

求められるものも変化することが想定されるので、的確な貢献を行うために、成果のとりまとめに

ついては臨機応変な対応をお願いしたい。 
 

２．採点結果 
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